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大学教育におけるレクリエーション ･
スポーツ授業の実践と評価(2)
笹 瀬 雅 史1)
2006-07年,Y大学で ｢レクリエーション･スポーツ｣の2クラスの授業実践を行った｡そし
て,受講生69名のレポートをもとに,①授業の感想と評価,②学校体育への導入の是非と長所短
所について検討した｡受講生は,①未知の種目の体験,手軽にできて楽しめること,男女 ･学年
を越えてみんなで行える楽しさ,スポーツ本来の素晴らしさの実感,継続意欲を増すなど授業を
高く評価していた｡他方で運動量 ･技術面で物足りない,工夫の余地があると指摘した｡②学校
体育への導入に90%超が賛成であった｡長所は,多くの種目を体験し選択肢と視野を広げられ
る,楽しく運動できる,新鮮で興味関心を高める,体育が苦手な人も意欲的に参加できる,生徒
間の交流を深める,生涯スポーツにつながることがあげられた.短所として,認知度の低さに伴
う指導者 ･用具確保の困難,時間不足,運動量の不足があげられた｡改善すべき点はあるが,撹
業は好評であり,学校体育におけるレクリエーション ･スポーツの体験が生涯スポーツにつなが
ることが示唆された｡
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1.課題と方法
(1)課 題
本研究の目的は,大学教育において ｢レクリエー
ション･スポーツ｣の授業を実践し,その過程と結果
を検討することによって,レクリエーション･スポー
ツを学校体育に取り入れることの意義と課題をあきら
かにすることである｡
今日,世界では多種多様なスポーツが行われてい
る｡スポーツは,かつては青少年や若い人たちのもの
であった｡しかし,現在では女性,中高年齢者,障が
い者など多様な人々がスポーツを行うようになってき
た｡今や生涯スポーツの時代である.
そして,これまでスポーツに参加する機会が少な
かった女性や中高年齢者向け,また誰もが参加できる
地域のスポーツ行事の種目として,｢レクリエーショ
ン･スポーツ｣や ｢ニュースポーツ｣と呼ばれる種目
群が取り入れられるようになってきた｡近年はこうし
た種目に関する概説書,指導書も出版されている1)0
筆者は,こうしたレクリエーション･スポーツ種目
を青少年の頃から体験するのが望ましいと考える｡第
-に,多様なスポーツ種目を体験して,それを享受す
1)地域教育文化学部文化創造学科
る基礎能力を培い,生涯スポーツにつながることが期
待できることである｡第二に,スポーツを通じて性
別,世代の異なる多様な人々と交流することが可能な
点である｡第三は,学校体育との関わりで,体育が苦
手な子どもも運動の楽しさを味わえ,同時に本格的な
競技スポーツへの準備に適していると考えられるから
である｡
こうした問題意識にもとづき,大学生を対象にレク
リエーション･スポーツの授業を計画 ･実践して,そ
の成果と課題を検討することにした｡
そこで,受講生による授業の感想と学校体育 (小学
校.中学校,高等学校,大学)への導入の是非と長所
短所についてのデータをもとに,レクリエーション ･
スポーツ種目の学校体育への導入について検討する｡
それは,｢スポーツ振興基本計画｣(文部科学省,2000
年)で提起された ｢生涯スポーツ社会｣の実現につな
がる学校体育のあり方を考えるうえで,-材料を提起
するものと考える｡
なお,レクリエーション･スポーツとニュースポー
ツは同義ではないが,本研究では記載の便宜から,主
としてレクリエーション･スポーツの用語を使用する｡
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(2)対象と方法
Y大学の2006年前期 (4月～7月)および2007年前
期(4月～7月)の二つのクラスで｢レクリエーション･
スポーツ｣の授業を実施した｡この授業は地域教育文
化学部3年次の専門科目 ｢レクリエーション･スポー
ツ｣であるが,養護教諭特別別科では ｢体育｣の名称
で開講されている｡
4月～7月の期間,週1回 (90分)授業を13回～15
回実施した｡そして7月中旬に受講生を対象にアン
ケート調査を実施した｡質問項目は,①レクリエー
ション･スポーツ種目の体験歴 (選択肢),(彰授業に導
入するとよいと思う種目(3種目記入),(勤感想 (自由
記述),④学校体育へ導入することの是非および長所,
短所 (自由記述)である｡2006年度は28名,2007年度
は41名,全部で69名の有効回答を得た｡
得られたデータを次のように扱った｡質問①,②は
集計を行った｡質問③と④の回答は自由記述である｡
そこで自由記述の文章から,まとまった意味を持つ一
文を,一つの記述データとして扱った｡すべての記述
データをラベル化し,質問③は117枚,質問④は109枚
のデータを得た｡そして全データをもとに,探検ネッ
ト,多段ピックアップを経て,KJ法でまとめて考察
した2)｡
2.授業の目的と実施概要
(1)授業の目的とねらい
この授業では,競技スポーツの種目や学校体育の教
材でなく,レクリエーション･スポーツやニュース
ポーツの種目を数多く体験 ･学習し,スポーツ文化の
多様さを学び,生涯スポーツに資することを目的とし
ている｡
具体的には次の点に留意している｡①多様なレクリ
エーション･スポーツ種目への挑戦と体験を通してルー
ル,技術,運営方法を学習すること｡②他の専攻 ･学
年 ･性別の学生たちと共同で学習し交流を深めること｡
(彰授業を通してスポーツに真剣に取り組み,かつ楽しむ
こと｡④好きな種目,得意な種目以外に,未知の種目
に積極的に取り組む意欲を啓発することである｡
(2)受講学生
受講生69名のうち,内訳では男子37名,女子32名で
ある｡2006年度は,28名のうち男子12名,女子16名で
ある｡2007年度は,41名のうち男子25名,女子16名で
ある｡
また,スポーツ･保健体育を専攻する学生が44名で,
他の専攻学生が25名であった｡2006年度は,スポー
ツ･保健体育専攻が10名,他専攻が18名である｡2007
年度は,スポーツ ･保健体育専攻が34名,他専攻が7
名である｡
(3)授業の進め方
授業の場所は,屋内体育館を使用した｡ただし,種
目に応じて屋外のグラウンドを使用した｡
授業の進め方は,集合して,種目のルール説明,道
具の使用方法の説明を行い,道具の設置を行う｡その
後,実際に実技を行う｡なお,授業時間中にも必要に
応じて集合し,説明や注意を行った｡
チームやグループ編成は,固定せずにそのつど行っ
た｡その際,学年,専攻,性別がバラエティに富むよ
うに混成した｡これは授業の目的の一つである異質の
交流を図るためである｡
(4)実施種目
多くの種目を体験してもらうため,原則として1回
の授業で一つの種目を実施した｡ただし,種目によっ
ては複数回実施したものもある｡また,1回の授業の
中で二つの種目を実施したこともある｡
授業で実施した種目は次のとおりである｡
2006年度は,①ドッジボール,②フライングディス
ク,③フットベースボール,④アルティメット,⑤ソ
フトバレー,⑥ティー ボール,⑦ソフトボール,⑧ペ
タンク,⑨フットサル,⑩卓球,⑪ユニバーサルホッ
ケー (以下,ユニホックと記す),⑫インディアカ,⑬
バウンドテニス,⑭一輪車,⑮バドミントン,⑱セパ
タクロー,⑰バレーボール,⑱バスケットボール｡
2007年度は,①フライングディスク,②フットベー
スボール,③アルティメット,④ソフトバレー,⑤
ティーボール,⑥ソフトボール,⑦ペタンク,⑧フッ
トサル,⑨卓球,⑩ユニホック,⑪インディアカ,㊨
バウンドテニス,⑬一輪車,⑭綱引き,⑮キンボール｡
3.レクリエーション ･スポーツ種目の体験歴
(1)レクリエーション･スポーツ種目の体験歴
受講生のレクリエーション･スポーツの体験歴につ
いて,2007年度の結果を示す (表参照)｡
｢この授業で初めて経験した種目｣について,バウン
ドテニス (95.1%),ユニホック (90.2%),ペタンク
(85.4%)は初めての体験の割合が高く,大半の学生
が初めて体験した｡次いで,ティーボール (65.9%),
インディアカ (65.9%)は,約3分の2の学生が初め
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表 受講生のレクリエーション･スポーツ体験歴 (207年度)
種目名 大学で初めてやつた 体 験 し た こ と が あ る 授業で体験すると良い
J嘩較 中学校 高校 学校外
ティ｢ボー ル 27(65.9) 5(12.2) 1(2.4) 1(2.4) 3(7.3) 6(146)
パウンドテニス 39(95.1) ∝0∫) 0(0.0) 1(2.4) l(2.4) 10(24.4)
インディアカ 27(65.9) 6(14.¢ 4(9.8) 6(146) 1(2.4) 13(31.7)
ソフトバレー 3(7.3) 26(63.4) 21(512) ll(26.8) 2(49) 15(36.6)
ペタンク 35(85.4) 1(2.4) 0(0.0) 0の.0) ∝0.0) 1(2.4)
ユニホック 37(弧2) 2(4.9) 1(2.4) 2(49) 1(2.4) 13(31.7)
卓球 0(0.0) 30(732) 27(65.9) 27(65.9) 13(31.7) 3(7.3)
一輪車 5(122) 35(85.4) 1(2.4) 0(0.0) 6(146) lO(24.4)
フットサル 7(17.1) 17(41.5) 19(46.3) 21(512) 12(29.3) ll(26.8)
フライングディスク 15(36.め 17(41.5) 3(7.3) 2(4.9) 12(29.3) 14(34.1)
※N=41｡単位は人､()内は百分比(%)
てであった｡フライングディスク (36.6%),フットサ
ル (17.1%),一輪車 (12.2%),ソフトバレー (7.3%),
フットベースボール (4.9%),卓球 (0.0%)は,これ
までに体験した学生が多い種目であった｡
表は示さないが,2006年度のデータ (全28名)につ
いて ｢この授業で初めて体験した｣という割合が高い
種目を順に述べる｡バウンドテニス (95.1%),ペタン
ク (82.1%),ユニホック (67.9%),インデ ィアカ
(67.9%),ティー ボール (46.4%),フライングディ
スク(21.4%),フットサル(21.4%),一輪車(10.7%),
フットベースボール (7.1%),ソフトバレー (3.6%),
バドミントン (3.6%),バレーボール (3.6%),ドッ
ジボール (3.6%),バスケットボール (0.0%),卓球
(0.0%)であった｡この結果から,この2クラスの体
験歴は同じ傾向であった｡
ユニホック,ペタンク,バウンドテニスは初めて経
験する人が多い種目である｡表には載せてないが,辛
ンボールも学生がほとんど知らない種目である｡イン
ディアカ,ティーボールも未経験者の方が多い｡
他の種目はこれまでに経験したことがある人が多い
種目である｡
大学入学以前に経験した中で,小学校,中学校,高
等学校での経験が多い種目は,卓球 (小学校73.2%,
中学校65.9%,高等学校65.9%),ソフトバレー (小学
校63.4%,中学校51.2%,高等学校26.8%),フットサ
ル (小学校41.5%,中学校46.3%,高等学校51.2%)
であった｡これらは学校の種類を問わずよく行われて
いる｡
一輪車 (小学校85.4%,中学校2.4%,高等学校
0.0%),フライングディスク (小学校41.5%,中学校
7.3%,高等学校4.9%),フットベースボール (小学校
90.2%,中学校26.8%,高等学校7.3%)などの種目は,
小学校での体験者が多く,中学校,高等学校となるに
従って実施されていないことがわかる｡
学校外での経験が多い種目は順に,卓球が31.7%,
フットサルが29.3%,一輪車が29.3%,フットベース
ボールが14.6%,となっている｡
種目ごとの特徴としては,バウンドテニス,ペタン
ク,ユニホック,フライングディスク,インディアカ,
ティーボール,キンボールは,ほとんどの人がこの授
業で初めて体験していた｡その中で,ユニホックは
31.7%,インディアカは31.7%の人が授業でやるとよ
いと答え,人気がある｡
ソフトバレー,フットサルは,大学入学前に学校お
よび学校外で体験した人が多かった｡そのうち,フッ
トサルは26.8%,ソフトバレーは36.6%の人が授業で
やるとよいと答えた｡ソフトバレーは,小学校の授業
に導入されており,経験者が多い原因の一つと考えら
れる｡フットサルは,近年人気が高く,室内で少人数
で行えることが好条件である｡
(2)授業に導入すると良いと思う種目
｢授業に導入するとよいと思う種目を三つ以内であ
げてください｣という質問について,2007年度41名の
回答結果は次のとおりである｡
小学校 ･中学校 ･高等学校 ･大学の授業で行うとよ
いと思う種目について,多い順に,ソフトバレーが
36.6%,フライングディスクが34.1%,インディアカ
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が31.7%,ユニホックが31.7%,フットベースボール
が31.7%,フットサルが26.8%,バウンドテニスが
24.4%,一輪車が24.4%,ティーボールが14.6%と
なっている｡さらに,卓球7.3%,グラウンドゴルフ
4.9%,綱引き4.9%である｡他に,ペタンク,ゲート
ボール,ピックルボール,タグラグビ-,ディスクゴ
ルフ,ソフトボール,バレーボール,バドミントン,
大縄跳びがあげられた (各1名,2.4%)0
ソフトバレー,フライングディスク,インディアカ,ユ
ニホック,フットベースボール,フットサル,バウンドテ
ニス,一輪車の人気が高い｡ここから,室内で行えるこ
と,比較的少人数のチームで行えること,球技であるこ
と,ある程度の運動量が確保されること,技術的深みが
ある種目が,人気のある種目の特徴である｡
4.受講生の感想と評価
(1)クラス編成,内容についての評価
2006年度の受講生28名へのアンケートから,クラス
編成と内容についての評価を述べる｡
(∋他専攻 ･コース学生との授業について
｢よい｣が96.4%,｢どちらともいえない｣が3.6%,
｢よくない｣は0.0%であった｡この授業の目的であ
る,他専攻,他コースの学生との学習と交流を高く評
価している｡
②男女混合で行うことについて
｢よい｣が96.4%,｢どちらともいえない｣が3.6%,
｢よくない｣は0.0%であった｡男女混合で行ったこと
を高く評価している｡
③実施した種目数について
｢適当であった｣が96.4%,｢多い (絞るべき)｣が
3.6%,｢少ない｣は0.0%であった｡この授業では数多
くの種目を体験することが目的であったが,その趣旨
を肯定的に評価している｡
④運動量について
｢適当であった｣が82.8%,｢少ない｣が13.8%,｢多
い｣が3.4%であった｡8割の受講生が適当であったと
答えており,予想より高い割合となった｡こうした授
業では,運動量が ｢少ない｣と考えがちであるが,夢
中になって取り組めばそうした心配はないことがわか
る｡運動量の多寡については,受講生の取り組む態度
という主体的条件も重要な要素である｡
⑤2,3種目に絞り.技術 ･ルール学習を加えるこ
とについて
｢不要である｣が48.3%,｢どちらともいえない｣が
48.3%,｢必要である｣が3.4%であった｡今回は多種
目を体験する授業だったため,多くはこれでよかった
と述べている｡しかし,どちらともいえないという割
合も高く,技術習得やルール学習を増加する余地を考
慮する必要がある｡具体的には3-5種目を選び,1
種目に3-5回の授業をあてることである｡
(2)受講生の感想にみる評価
受講生に自由記述で回答してもらった結果,69名か
ら全部で117の記述データを得ることができた｡ほと
んどの意見は,この授業を肯定的に捉えて評価してい
る｡以下,結果をもとに記述を進めていく｡なお,
( )内はデータの件数である｡
①未知のスポーツを数多く知り体験できた (30件)
①-1.今まで体験したことがない種目を数多く
体験できた (9件)
｢今までやったことのない種目をたくさん体験でき
たので楽しかったです｡｣,｢たくさんのスポーツをで
きてとても良かったです｡｣と,多くの種目を初めて
知った体験を評価している｡
①-2.スポーツの世界の広さを知り,知識と技
術の幅が広がった (11件)
｢さまざまなスポーツを体験し,こんなものがあっ
たのだと知り,新たな知識が得られた｡｣,｢自分の知ら
ないスポーツがこんなに多くあるとは知らなかっ
た｡｣,｢これまでに見聞きしたことのないスポーツに
出会え,気軽に取り組むことができ,自分の知識や技
術の幅が広がりました｡｣など,これまで知らなかった
多くのスポーツや世界のスポーツを知り,知識を深
め,技術の幅が広がったと評価している｡
①-3.初めての種目が多く,新鮮で興味が湧い
た (lo件)
｢全く初めてのスポーツも何種目かあって,とても
新鮮味があり,楽しかった｡｣,｢初めて取り組むスポー
ツが多かったので,とても興味がわいたし,うまくプ
レーできた時は本当にうれしくなりました｡｣,｢新し
いスポーツだったので新鮮な気持ちでやれた｡｣と,未
知の種目を体験する新鮮さとモチベーションの高まり
を強調している｡
(彰男女を問わずみんなで楽しめた (26件)
②-1.男女混合でみんなで楽しくやれた(4件)
｢男女混合でチーム編成していたので,みんなと仲
良くなれてよかったです｡｣,｢男女の差がほとんど出
ないスポーツもあったので,普段ないチームで試合が
できてよかった｡｣と,性別を問わず男女混合で行える
メリットと交流の楽しさをあげている｡
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②-2.他コースの学生と仲良くなり,交流が広
がった (13件)
｢レクリエーションを通して,他の学科の人と仲良く
なれてよかった｡｣,｢普段は関わることのない人たちと
スポーツを通して関わり,人間関係を築いていく勉強に
なった｡｣,｢他学科生とチームを作ることで新しい交流
ができ,とても楽しかった｡｣と,この授業を通じて,
学生間の交流が広がったことを高く評価している｡
(卦-3.みんなが協力して楽しめた (7件)
｢ほとんどの人が初めての種目なので,仲間と協力
してやるのが楽しい｡｣,｢得意 ･不得意をみんなでカ
バーし,楽しくできた｡｣,｢みんなで楽しめるものが多
く,とても楽しかった｡｣と,初めて行う種目を全員で
協力してやる楽しさを強調している｡このように,年
齢や性別を問わず,誰もがスポーツを楽しめる点を評
価している｡
②-4.不安は消し飛び,意欲的に参加できた
(2件)
｢全くスポーツをしていなかったので体育の授業を
履修することに不安があったが,とても楽しく意欲的
に参加できた｡｣と,運動や他コース学生との授業に当
初不安があったが,行いやすい種目で楽しく,積極的
に参加できたと評価している｡
③手軽にできて素直に楽しめた (8件)
③-1.危険も少なく手軽に楽しめる (6件)
｢気軽にできるスポーツが多く,楽しんで行うこと
ができた｡｣,｢危険なプレーも少ないし,気軽にできる
のでよい｡｣,｢遊び感覚で汗を流すことができて楽し
かった｡｣と評価している｡
③-2.専門外のスポーツだがおもしろかった
(2件)
｢ニュースポーツはさまざまなスポーツの要素が
入っていて,自分の専門外のスポーツだが,楽しくで
きた｡｣,｢自分が今までやってきたスポーツと違って
おもしろかった｡｣と評価している｡このように,技術
的,体力的に負担がそれほどなく,手軽に楽しめるレ
クリエーション ･スポーツの特性を評価している｡
(彰スポーツ本来の喜びを知った (25件)
④-1.楽しかった (11件)
｢とても楽しい授業でした｡｣,｢率直に楽しかっ
た｡｣,｢この授業を通して今までやったことのないス
ポーツや,知っていてもやる機会がなかったものを体
験し,スポーツの楽しさを再確認できた｡｣と,スポー
ツ本来の持つ楽しさを純粋に味わえることを評価して
いる｡
④-2.適度な運動でリフレッシュできた(5件)
｢私は普段スポーツをしないのですが,この授業を
とって週 1回身体を動かすことができて,とてもリフ
レッシュできました｡｣,｢日ごろの運動不足解消にな
りました｡｣と,スポーツで身体運動の喜びを味わい,
気分転換とリフレッシュの効果を認めている｡
④-3.奥深さもあり夢中になれる (6件)
｢種目によっては高い技術が必要であり,夢中にな
れる｡｣,｢初めてやる競技が多かったが,ゲームをする
と白熱しておもしろかった｡｣,｢知らない競技や,やっ
てみると上手くできないものもあり,逆にそこが楽し
かった｡｣と,手軽で容易に見える一方で,やってみる
と奥が深く,おもしろくて夢中になれるという,ス
ポーツの技術的奥深さがあることを述べている｡
④-4,幼少期の体験を身体が覚えていた(3件)
｢一輪車は小学校の時にやっていたので,すぐに乗
ることができた｡小さい頃に覚えた技術や感覚は何年
も忘れないのだと感じた｡小さい頃に多く身体を使う
ことが大切だと思った｡｣と,幼少期から多様な運動･
スポーツ体験をして,基礎的な運動技術を身につけて
おくことの必要性を強調している｡
(9この体験をいかして今後もやっていきたい (19
件)
⑤-1.今後いろいろなスポーツをやってみたい
(12件)
｢ニュースポーツに興味を持ち,今後機会があれば
また体験してみたい｡｣,｢初めてのスポーツがいくつ
かあり,今後もやってみたいと思った｡｣,｢他にもやっ
たことがないスポーツをやってみたいと思った｡｣と,
今回の体験から未知のスポーツに挑戦しようという意
欲が培われている｡また,｢フライングディスクには
まりました｡本格的にやってみたい｡｣,｢ペタンクと
ユニホックはもう一回やりたい｡｣と,興味を抱いた種
目をやりたいという意欲が生まれている｡
⑤-2.後期もまたやりたい (3件)
｢後期もレクスボしたいです｡｣,｢いろいろな種目が
でき楽しかったが,もっと何度もやりたい種目もあ
り,後期も継続して行いたい｡｣と積極的意欲を持つよ
うになっている｡
⑤-3.この素晴らしさをみんなに伝えたい (4
件)
｢ルールもわかりやすいので,自分も他の友人たち
に教えてあげようと思った｡｣,｢運動が苦手な子でも
親しめると思うので,実際に教師になったら,ニュー
スポーツを積極的に導入していきたい｡｣と,この授業
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での体験から,レクリエーション ･スポーツの楽しさ
を友人に伝えたり,教師となって子どもたちに教えた
いと考えるに至っている｡それだけ今回の授業はよい
経験になったと評価されている｡
(むいくつかの課題 (8件)
⑥-1.工夫できる (2件)
｢もっといろんな人と組んでみたかった｡｣,｢2週間
ほどチームを固定して,1種目をリーグ戦でやっても
おもしろかったと思う｡｣と工夫すべき点をあげてい
る｡
(む-2.慣れない種目で難しい (4件)
｢コツをつかむまでに時間がかかったり,ルールを
把握できないまま終わった種目があったので残念だっ
た｡｣,｢ニュースポーツは普段馴染みがないもので,
コツをつかみにくく難しかった｡｣と,時間が不足し
ていたことや説明の工夫の必要性を述べている｡
⑥-3.物足りない (2件)
｢おもしろかったが,運動強度が低いものも多く,少
し物足りなかった｡｣
5.学校体育への導入の是非と長所短所について
この質問では,｢学校体育への導入の是非 (可否)｣
についてと,｢導入する場合の長所と短所｣を回答して
もらった｡それに対する自由記述の回答から,2クラ
ス69名から全部で109の記述データを得た｡是非につ
いての意見では,基本的には賛成であり全面的に否定
する意見は皆無であった｡したがって,これらのデー
タは基本的に授業に導入することのメリット (長所)
と,問題点･課題 (短所)を述べていると考えられる｡
(1)長所について (全63件)
(∋さまざまな種目を体験し,幅広いスポーツの世界
の理解を深め適応力を培える (12件)
｢スポーツの幅が広がるよい機会である｡｣,｢さまざ
まな種目を経験することで幅広い技術や動きを身につ
けられる｡｣と,多くの種目を体験し,スポーツの理解
と幅を広げることができる｡
また,｢さまざまな種目に取り組むことで,自分の適
性や能力に気付くきっかけになる｡｣と,多くの種目を
体験する中で,自分の適性 ･能力に気付く契機になる
と考えられる｡
さらに,｢行ったことのないスポーツを体験でき,知
識の向上が図れる｡｣,｢日本では有名でない (世界では
有名な)スポーツを経験し,スポーツの知識を学ぶこ
とができる｡｣など,多くの種目を体験して,その歴史
やルールを学んで知識を深めることができる｡
(む身体を動かす喜びを味わえる (7件)
｢身体を動かすことの楽しさを知ることができる｡｣,
｢遊び感覚で身体を動かせる｡｣,｢総合的に体力を向
上させることができる｡｣など,気軽に楽しみながら運
動して身体を動かす喜びと習慣づくり,体力向上の効
果が期待できる｡
③新鮮で興味関心が高められる (3件)
｢ニュースポーツ,軽スポーツは新鮮で,体験したこ
とのないことができておもしろい｡｣,｢このような種
目は初めて取 り組む人が多いので興味関心が高めら
れる｡そのことによって積極的に参加することが期待
できる｡｣と,やったことがない種目に対しては生徒が
興味関心を抱き,意欲的に取 り組むことが期待でき
る｡
④授業の導入時や専門化前の小学生によい (7件)
｢わかりやすく,基本的に誰でもできるので,授業の
導入時によいと思う｡｣,｢危険性が低い｣,｢ソフトバ
レーは小学生でもボールに対する恐怖心が少なく楽し
める｡｣と,授業では主運動に入る前の段階で行えるは
か,本格的な競技スポーツをやる前段階の児童 ･生徒
の運動に適していると考えられる｡
⑤年齢 ･性別を超えた交流が図れる (11件)
｢年齢,性別を問わずできるので交流を図ることが
できる｡｣,｢みんなで楽しめる｡｣,｢これまでの体育の
授業では,男女別々のチームで行 うことが多かった
が,軽スポーツであるため技術差が小さく,男女が同
じチームで行える｡｣と,スポーツを通して男女間や仲
間との交流を深めることが期待できる｡
(む運動が苦手な人も意欲的に参加できる (11件)
｢簡単に誰でもできる運動が多く,運動が苦手な人
でも楽しめる｡｣,｢できる人,できない人の差がつきに
くく,運動が苦手な人も意欲的に参加すると思う｡｣,
｢学校教育では苦手な人も楽しめるという部分が大切
である｡｣と,体育 ･スポーツが苦手な人や技術 ･体力
的に劣る人も,十分楽しめて積極的に参加できると評
価している｡
(丑手軽にできて誰もが楽しめる (19件)
｢初めてでも簡単に手軽に楽しくできる｡｣,｢ルール
がわかりやすく,すぐに楽しむことができる｡｣,｢子ど
もから大人まで幅広 くできる｡｣,｢ペタンクは足が不
自由な人でも気軽にできるよいスポーツだと思う｡｣
と,ルールや方法がわかりやすく,体力 ･技術的な難
度も低いために,コツをつかめば誰もが容易に楽しむ
ことができる｡
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(参生涯スポーツにつながる (3件)
｢生涯を通して行うことのできるスポーツを学べ
る｡｣,｢軽スポーツは小学校から大学卒業後もやり続
けることができるので,知識をつけるために必要だ｡｣
と,生涯スポーツへの継続につながることが期待でき
る｡
(2)短所について (全36件)
次に,レクリエーション･スポーツを学校体育に導
入する上での短所や問題点を述べる｡
①用具の確保が困難で費用がかかる (7件)
｢道具を入手することが難しく,費用もかかる｡｣,
｢用具等準備が大変である｡｣と,種目ごとに必要な道
具を確保することが費用的にも困難だという｡
(む聞きなれない種目でルールや方法の理解に時間が
かかる (8件)
｢普段ふれる機会のないスポーツはルールを把握で
きなかったり,うまくできないことがある｡｣,｢知識が
少ないためコツがつかみにくい｡｣,｢聞きなれないス
ポーツもあるので,授業で行う場合はしっかりとした
説明が必要である｡｣など,ルールの理解が容易でな
く,説明を必要とする場合がある｡そのための時間の
確保も必要である｡
(参ケガが心配である (2件)
｢初めて見る道具がたくさんあり,危険がいっぱい
です｡｣,｢全くやったことがないスポーツだと道具の
使い方がわからず,ケガをしやすくなるので,それを
しっかり説明する必要がある｡｣というように安全性の
確保に注意する必要がある｡
(彰運動量や種目特性上から物足りない (lo件)
｢運動欲求の高い子には物足りなくなってしまう可
能性がある｡｣,｢運動量が少ないスポーツがある｡｣,
｢種目によっては盛り上がりに欠けるものがある｡｣こ
とを指摘している｡
(9個人差があり工夫が必要 (9件)
｢初めて取り組むものが多いので,技術習得に大き
な差がでる可能性がある｡｣,｢やる気がない人とある
人の差がはっきりする｡｣,｢生徒が興味を示し,熱心に
取り組んでくれるかどうか心配である｡｣など,授業で
は配慮と工夫が必要であることを述べている｡
6.レクリエーション ･スポーツ授業の効果と課題
(1)学生にとっての意義
この授業はスポーツ専攻学生と一般学生が受講して
いた｡スポーツ専攻学生と一般学生では,運動歴や体
力の面で違いがあり,授業の受け止め方やその意義に
ついて同一に論じられない点がある｡その限界を踏ま
えつつ,授業の効果について述べる｡
学生は多くの未知の種目に当初とまどいがみられ
た｡しかし取り組んだ結果,レクリエーション･ス
ポーツの種目のよさと楽しさを評価した｡手軽で簡単
そうでありながら奥深さもあり,熱中できる｡学生は
新鮮さと興味関心から,積極的に授業に参画した｡ス
ポーツ専攻学生は,日常的に行っている専門種目とは
異なるスポーツ種目の楽しさに気づいたといえる｡一
般学生においては,運動欲求を満たし,スポーツの楽
しさを知ったことを評価しているといえる｡
一般学生は,当初専攻学生と一緒に授業をする不安
を抱いていたが,協同学習によってスポーツを楽しむ
だけでなく交流を深めたことを評価していた｡この点
は専攻学生も同じで,スポーツによる学科 ･性別をこ
えた交流の機能を評価している｡
また,この経験をいかして未知の種目に挑戦し,今
後も生涯スポーツとしてやりたいという意欲を持つ学
生たちもあらわれた｡ここには,スポーツ文化の幅広
さを知り,その享受につなげていく可能性をみること
ができる｡これらの点から,この授業は学生にとって
有意義であったと総括できる｡
(2)学校体育への導入について
レクリエーション ･スポーツを小学校～高等学校ま
での体育の授業に導入することに,学生は基本的に賛
成であった｡そのことで,運動の楽しさ,生徒間の交
疏,競技スポーツへの準備,多様なスポーツ文化の学
習の効果が期待できる｡運動好きと運動嫌いの二極化
が指摘されているが,レクリエーション ･スポーツは
その改善に貢献できる可能性がある｡
例えば,小学校では面白いゲーム,スポーツとして
主運動への導入教材として使用できる｡中学,高等学
校では選択性の授業の教材や男女共修のスポーツとし
て行える｡さらに,学校行事や課外活動のサークル,
部活動で行える｡こうした種目を導入することで,体
育授業の改善につなげていくことができる｡
この点について,『小学校学習指導要領』では,第 1
章総則第2 ｢内容等の取扱いに関する共通的事項｣に
おいて ｢内容の範囲や程度等を示したものであり｣,
｢学校において特に必要がある場合には,この事項に
かかわらず指導することができる｡｣と,目標や内容の
趣旨を踏まえ,児童の負担過重を配慮しつつ,学校の
判断で導入が可能である3)｡つまり,小学校における
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基本の運動やゲームにおいては,レクリエーション･
スポーツの教材化は可能である｡ただし,レクリエー
ション･スポーツの教材化については,種目選択,時
間の確保,用具,予算の確保,指導者研修,適正年齢
の検討などの課題がある｡
(3)授業実践の評価
この授業では,多様なレクリエーション ･スポーツ
種目を学習すること,他学科 ･学年 ･性別の学生との
協同学習と交流を深めること,得意種目以外の未知の
種目に積極的に取り組む意識を啓発することの3点を
主要なねらいとして計画 ･実行した｡その結果は,お
おむね成功であったと評価できる｡これまでの競技ス
ポーツ中心のスポーツ観から,生涯スポーツを継続す
る意識の端緒を認めることができた｡授業は,受講生
数や性別比率など,蓋をあけてみないとわからないた
めに不安も伴うが,実施してみるとおおむね成功であ
り,今後とも継続していく意義がある｡
しかし,改善すべき余地は少なくない｡まず,他学
生との交流が目的の一つであるにもかかわらず.恥ず
かしがり,遠慮しがちで,協同学習が軌道に乗るまで
に若干時間を要する点である｡とりわけ男女間では個
人差もあり,工夫が必要である｡次に,これまで1種
目あたり1回の授業を充てているが,それではルール
の把握と技術の深化の面で時間が不足していることで
ある｡この間題は,実施種目を2･3種目に限定する
ことが適切であるが,効率的 ･効果的な学習指導方法
を検討することも可能であろう｡こうした点を改善し
ていくことが課題である｡
7.おわUに
今回,大学教育において2年間にわたってレクリ
エーション･スポーツの授業を計画 ･実践した02ク
ラスの実践例で対象学生数や学生間のスポーツ歴の差
などから,この結果をもって一般化するには限界があ
るものの,いくつかの知見を得た｡実践の結果から,
レクリエーション･スポーツの意義を次のようにまと
めることができる｡①初めてでも手軽に,楽しく,熱
中して取り組み,スポーツ本来のおもしろさを知るこ
とができる｡(勤初めて出会った学生たちと協同で学習
し,それを通じて交流を広め深めることができる｡(参
従来の体育の授業や競技スポーツとは異なる魅力を感
じ,学校体育への導入の意義を認めている｡④多様な
スポーツの体験が,未知のスポーツへの偏見と抵抗を
減じて,積極的にチャレンジする意欲と継続する意識
を形成する契機となっている｡学校体育において,い
くつか解決すべき課題はあるものの,レクリエーショ
ン･スポーツ種目を教育内容に取り入れていくことは,
今後の ｢生涯スポーツ社会の実現｣を推進していくう
えで有効な方法である｡
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